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《橋本日広連会長を訪問》
  02年3/8㈮13:00大阪船場にほど近い塗料会館4階の㈱広告商事の会長室を訪ね橋本

会長と約1時間30分にわたって、日広連/HPの推進についての確認と今後の活動のあ

り方について意見交換を行った。詳細は裏面を参照にして下さい。

《三広美/HP最終確認》
 3/11㈪13:00から三広美事務局に於いて、中央会から組織情報課の堀 雅彦氏を招き

青年部から森寺静治(部長)・原 拓三(HP推進担当)・長谷川 甲・菅原電気の西林直治

氏・森本 晃理事長が出席して開発を進めている三広美/HPの内容確認と、今後の運

営について協議した。一般公開は5月1日予定。

《荻生眞通氏前会長勲四等瑞宝章受賞祝賀会》
  3/12 ㈫ 13:00から東京・内幸町の帝国ホテル2階の「孔雀の間」に於いて、日広連

関東地区連・東広美・等による主催の荻生眞通氏前会長の勲四等瑞宝章受賞祝賀会が

が開催され、野呂田芳成・衆議院議院(日広連名誉会長)・橋本喜一会長・関係各界の

を始め約200人の出席のもとで盛大に行われた。昭和37年東広美の理事に就任・平成

5年に日広連会長に就任され、業界の発展に尽力された功績は大成るものがある。

《北海道青年部設立総会》
  3/14㈭14:00から北海道京王プラザホテルに於いた開催された北海道青年部の設立

総会に橋本喜一会長の名代で森本理事長が出席した。此の日は日広連青年部の鈴木康

之部長・北山誉至宗専務理事の両名も出席6月の日広連北海道大会へ華を添えること

となった。

《情報化推進特別委員会》
  翌日の3/15㈮9:00からは、同じく京王プラザホテル2階会議室に於いて、情報化推

進特別委員会が開催され、日広連/HPの今後の運営にどう取組むか協議された。情報

発信は日広連の存続を左右する重要な役割を担うっており、活発な議論となった。

《情報化推進専門委員会からの報告》橋本喜一会長との確認事項
　昨年の事業計画に基ずく(IT)化の推進は、青年部を含む特別委員会で、きめ細かい
議論を重ねて参りました。その結論に基づいて「HP/のコンテンツ」と画面構成を行
っております。
　先ず、皆さんにご理解して頂く上で、社団法人としての日広連の活動の在り方につ
いて、充分に認識することから考える必要がありました。

＜情報発信をするための基本ポリシー＞
1.社団法人としての日広連……………→公益法人としての立場を堅持する。
2.単組の集大成としての日広連………→組合活動への支援のための情報提供。
3.業界唯一の団体としての日広連…→業界のオピニオンリーダシップの確立を目指す。

＜HP/を立ち上げる共通ポリシー＞
1.I T化を通じた業界の育成発展には、様々なサービスが考えられる。
2.各サービスは、利用者が受益者負担すべきものが多い。
3.IT化にかかる構築および運営経費の捻出の方法を考える必要がある。
4.公益法人として、収益事業と公益事業の区分を明確化する必要がある。
5.公益事業は日広連(e-signs)のサイトで、収益事業は青年部(sign.biz)のサイトで。

＜日広連(e-signs)と青年部(sign.biz)の役割分担＞
日広連(e-signs)のサイト(公益事業)
1.デザイン・データベース……→各地でのコンクール作品等を週変わりで紹介。
2.グループウェア ………………→所属員専用の機能で、iモード対応、住所録、スケ
                                                      ジュール管理、連絡伝言板、ファイル転送が可能。
3.メンバーズ・データベース…→本会所属事業所の連絡先や事業内容を登録して、地
                                                       区ごとに検索相互の受発注にも利用可能。
4.デザイン・ギャラリー………→SIGNSinJAPAN誌、の写真を毎号掲載する、創刊
                                                   号より25年間(約15.000点)の写真を収録する。(現
                                                     在200点)
5.日広連インフォメーション…→日広連の歴史と役割、組織と構成団体、事業活動の
                                                      ほか、公益法人としての情報公開が要請されている
                                                       定款、役員名簿、事業・決 算報告書、事業計画書
                                                       収支予算書のデータも掲載。
6.サインズ・エキスポ …………→新商品情報の提供と関連資材メーカへのリンク集。
青年部(sign.biz)のサイト(収益事業)
1.加盟会員を検索………………→屋外広告のご用命に関して当会の加盟企業を条件検
　　　　　　　　　　　　　　　索の上ご案内いたします。地図による検索や各会員
　　　　　　　　　　　　　　　のタイプや、ニーズに合った業者が検索でき、直接
　　　　　　　　　　　　　　　コンタクトしていただくことが可能です。このサー
　　　　　　　　　　　　　　　ビスは無料です。
2.見積を依頼したい……………→屋外広告設置のご計画がおありの場合、こちらから
　　　　　　　　　　　　　　　見積を募ることができます。入札に参加するには、
　　　　　　　　　　　　　　　当会加盟の業者のみです。お客様はどなたでもご
　　　　　　　　　　　　　　　利用いただけますが、見積依頼時に登録が必要です
　　　　　　　　　　　　　　　★ここでの見積は最終的な正式見積ではありません
3.サイン・広告事業情報………→屋外広告に関連するお役立ち情報をお届けします。
　　　　　　　　　　　　　　　■海外の屋外広告情報。■国内屋外広告事例。■新
　　　　　　　　　　　　　　　商品等のご案内。■関連メーカー・リンク集。
4.このサイトについて…………→このサイトの基本的な考え方、構成等についてご案
　　　　　　　　　　　　　　　内いたします。■サイトの基本ポリシー■サイトマ
　　　　　　　　　　　　　　　ップ■プライバシーの考え方。
5.関連ニュース…………………→屋外広告に関連する様々なニュースをお届けします

　　　　　　　　　　　　　　　設置のご検討や計画立案の際にお役立てください。
　　　　　　　　　　　　  　　　(屋外広告に関する、ビジネスポータルサイト)
＜I T化に関する研究の場の組織の設置＞
　以上、二つのサイトを車の両輪のごとくランニングして行くには、日広連独自の

情報の提供には限界があり、資材関連も含めた巾の広い情報が不可欠であるため、資
材データベース開発の推進を視野にいれた「屋外広告業・I T化コンソーシアム」を立
ち上げることになっております。
　これは、他業界にも波及すると思われます、素材の流通変革の基礎を確立する上で
重要であり、国の政策の一環として支援が受けられるのではないかと、中央会からも
アドバイスを得ております。なお、資材データベースは、日広連・メーカー・或いは
営利組織等が、各々独自で開発出来るものではなく、業界として相互の理解と協力が
なければ成就するものでは有りません。そのため日広連は、業界唯一の団体としての
立場で、是非実現するべきであると考えます。

→


